
 

AIが答えてくれる 

 
切なさはただ痛いだけの感情でない 
まだ言葉にならないものが潜んでいる 
 
さわれば崩れてしまいそうな 
薄いガラスのようでいて 
その奥には深掘りするたび 
震える 
 
AI は魔法でないけれども  
少し前に 進む光が僅かにある 
 
 
言葉を探し続けて夜が更ける 
それは 
まだ終わってはいない想いの証 
 
忘れたくない感触と 
忘れたい記憶 
よりによって 
この体の同じところに 
眠っているから 
 
AI が答えてくれる胸の奥で 
灯りが 
小さく揺れる 
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